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「商工会は行きます 聞きます 提案します」〜会員満足向上運動〜

春の大謝恩祭抽選会

第７回通常総代会

春の大謝恩祭抽選会

第７回通常総代会
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五
月
十
九
日
、
志
摩
市
商
工
会

館
に
お
い
て
第
七
回
通
常
総
代
会

が
山
本
・
中
嶋
両
県
会
議
員
な
ど

多
数
の
来
賓
を
お
招
き
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は

全
議
案
と
も
、
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
第
六
号
議
案
に
お
い
て

役
員
の
補
選
が
行
わ
れ
二
名
の
方

が
新
た
に
本
部
役
員
に
な
り
ま
し

た
。

 

上
程
議
案

第
一
号
議
案

平
成
二
十
二
年
度
収
支
更
生
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
書
、

収
支
決
算
書
（
案
）
並
び
に
労

働
保
険
事
務
組
合
特
別
会
計
・

基
盤
施
設
特
別
会
計
承
認
の
件

第
三
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
収
支
予
算
書
（
案
）
並

び
に
基
盤
施
設
特
別
会
計
収
支

予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
四
号
議
案

運
営
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

借
入
金
最
高
限
度
額
並
び
に
借

入
先
（
案
）
承
認
の
件

第
六
号
議
案

　

役
員
の
補
選
に
つ
い
て

　

尚
、
総
代
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
商
工
会
功
労
者
表
彰
・
優

良
事
業
主
表
彰
・
優
良
従
業
員
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

紫
陽
花
が
日
に
日
に
色
濃
く

な
っ
て
き
ま
し
て
、
本
格
的
な
夏

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
会

に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
三
月
十
一
日
に
発
生
い
た

し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
き

ま
し
て
は
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
五
月
十
九
日
、
第

七
回
通
常
総
代
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
第
一
号
議
案

か
ら
第
六
号
議
案
ま
で
上
程
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
結
果
、
全
議

案
と
も
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全

国
展
開
支
援
事
業
に
お
き
ま
し
て

隼
人
芋
の
加
工
品『
き
ん
こ
』を
地

域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
き
ん
こ

焼
酎
、
き
ん
こ
ア
イ
ス
、
ギ
モ
ー

ヴ
、
き
ん
こ
ボ
ン
ボ
ン
、
き
ん
こ

キ
ャ
ラ
メ
ル
、
き
ん
こ
サ
ブ
レ
の

６
ア
イ
テ
ム
の
開
発
商
品
が
出
来

ま
し
た
。
き
ん
こ
焼
酎
は
今
年
秋

頃
か
ら
志
摩
市
内
の
酒
店
で
販
売

で
き
る
よ
う
に
現
在
準
備
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

志
摩
市
は
資
源
が
豊
富
で
す
。

こ
れ
ら
資
源
を
商
品
化
し
、
地
域

の
特
産
品
と
し
て
志
摩
の
お
み
や

げ
と
し
て
買
っ
て
い
た
だ
け
る
商

品
開
発
事
業
を
本
年
度
は
実
施
い

た
し
ま
す
。
去
る
三
月
十
一
日
に

発
生
い
た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
ま
し
て
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
か
、
さ
れ

な
い
か
で
産
業
構
造
も
大
き
く
変

わ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
て
、
志
摩
地
域
に
必
要
な

会
員
企
業
で
あ
り
続
け
て
い
た
だ

く
為
に
商
工
会
は
今
迄
以
上
に
会

員
巡
回
を
徹
底
し
、
会
員
お
一
人

お
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
き
ち
っ
と
答

え
て
い
く
た
め
に
役
職
員
一
同
心

を
一
つ
に
し
て
商
工
会
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
尚
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
、

ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
上
、
ご
活
躍
の

ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
市
商
工
観
光
行
政
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

有
難
う
こ
ざ
い
ま
す
。並
び
に
、激

動
の
厳
し
い
時
代
に
戦
っ
て
お
ら

れ
る
会
員
各
位
の
ご
努
力
と
、
地

域
産
品
の
掘
起
し
、
開
発
、
販
路

拡
大
に
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や

取
組
を
さ
れ
て
い
る
商
工
会
活
動

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ

ン
グ
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
一

般
的
に
は
商
品
政
策
、
商
品
化
計

画
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
消
費
者
に

支
持
さ
れ
る
商
品
を
、
適
切
な
価

格
・
タ
イ
ミ
ン
グ
等
で
提
供
す
る

た
め
の
企
業
活
動
、
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
で
も
、
実
際
に
は
簡

単
に
出
来
な
い
た
め
、
皆
さ
ん
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
と

し
て
以
前
私
が
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　
「
マ
ー
チ
ャ
ン
大
神
宮
」

一
、 

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
新
し

い
感
覚
で
や
る
事
。

二
、 

座
標
軸
を
持
つ
事
。

三
、 

何
故
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
疑

問
を
い
つ
も
持
つ
事
。

四
、 

楽
し
ま
せ
よ
う
と
い
う
仕
掛

心
を
い
つ
も
持
つ
事
。

五
、 

今
日
の
価
値
は
明
日
は
当
た

り
前
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ

事
。

六
、 

現
在
働
い
て
い
る
仕
事
以
外

に
興
味
を
持
つ
事
。

七
、 

新
し
い
発
想
は
生
活
者
が
教

え
て
く
れ
る
と
い
う
気
持
ち

を
も
つ
事
。

八
、 

誰
と
出
会
っ
て
も
一
生
懸
命

に
接
す
る
気
持
ち
を
持
つ
事
。

九
、 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
最
大
限
持

つ
事
。

十
、 

あ
り
が
と
う
、
す
み
ま
せ
ん
、

ど
う
い
た
し
ま
し
て
、
が
す

ぐ
に
言
え
る
事
。

 　

こ
の
十
カ
条
、
毎
日
心
に
き

め
実
行
し
ま
し
ょ
う
、
努
力
だ

け
は
自
分
を
裏
切
り
ま
せ
ん
。

と
い
う
も
の
で
す
。
私
も
こ
の
大

神
宮
を
今
一
度
胸
に
刻
み
、
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

商
工
会
の
使
命

会
長    

坂
下
啓ひ

ろ

登と
み

 

「
マ
ー
チ
ャ
ン
大
神
宮
」

を
合
言
葉
に
！

志
摩
市

商
工
観
光
部
長     

水
口
良
之

志
摩
市
商
工
会

第
七
回
通
常
総
代
会
開
催
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【収入の部】

【支出の部】

受託料収入
7,486,000　5%

前期繰越収支差額
 124,000　0%

県補助金収入
60,048,000
37%

国　補助金
0　0%

市補助金
26,280,000　16%

会費手数料等収入
 66,390,000　41%

予備費
215,000　0%

経営改善普及事業
指導職員設置費
89,518,000　56%

経営改善普及事業指導事業費
4,760,000　3%
小規模事業者新事業全国展開支援事業費
 0　0%

受託等事業費
7,486,000　5%

地域総合振興事業費
18,285,000
11%

管理費
39,164,000　24%

資産取得等引当支出
900,000　1%

【収入の部】

【支出の部】

受託料収入
10,947,450　6%

会費手数料等収入
69,037,367　39% 　 市補助金

27,512,000　16%

前期繰越収支差額
13,807　0%

県補助金収入
60,255,900

34%

国　補助金
8,000,000　5%

資産取得等引当支出
10,784,605　6%

次期繰越収支差額
124,288　0%

経営改善普及事業
指導職員設置費
87,795,462
50%

経営改善普及事業指導事業費
6,764,024　4%

小規模事業者新事業
8,045,066　4%

受託等事業費
11,054,066　6%

地域総合
振興事業費
12,696,564
8%

管理費
38,502,449　22%

平成23年度　志摩市商工会の主な事業計画
　「商工会は行きます 聞きます 提案します」～会員満足向上運動～の更なる推進。

　「会員と商工会との接点づくり」・「巡回を通じた地域課題の洗い出しと解決に向けた取組み」
の端緒とすべく、会員訪問・小規模事業者巡回を更に強化する。

１．稼げる事業者づくりのため事業
　 ① 友好交流先の長野県木祖村及び岐阜県富加町の「道の駅」での物産展や都市部での観光ＰＲを兼ねた物産

展等を開催し、志摩市への誘客を積極的に推進する。
　② 第 7 回「御食つ国志摩」ええもん研究会を開催し、会員企業のレベルアップを図るほか、都市部で開催さ

れるバイヤーとのマッチング交流事業に積極的に参加し、稼げる事業者を応援する。

２．目的別委員会の設置
部会活動の活性化のために、会員企業が自らの意思で活動できる任意の異能種・異業種の組織を立上げ、会員
企業・経営者間の多面的な交流を図り会員企業のニーズや社会的ニーズに応えていく。
①マーケティング研究委員会 ④観光客誘客委員会
②後継者育成委員会 ⑤市街地活性化委員会
③特産品開発委員会 ⑥イベント委員会等・・・・

『活動基本方針』
１．極めて厳しい経営環境が続く中小・小規模企業への支援強化
２．次世代に向けた商工会の事業・組織改革の一層の推進
３．生活の場としての地域の活力再生を目指した活動の強化
４．特産品ＰＲ事業の推進
５．地域コミュニティビジネスの構築

23年度  目で見る収支予算書（案）22年度  目で見る収支決算書
（単位：円）（単位：円）



志摩市商工会だより／SCI 2011.7

− 4−

組織の確立（商工会のあるべき姿）
基本方針
　組織の活動は顧客に対して価値を提供することで存在できる。組織の優れた仕組みとは、顧客にとって高い価値を
生み出す思考・行動によって提供される。
　商工会の活動はその理念・目的を明確にし、その目的を実現すべき改革・改善を進め、それを担う役職員が達成す
る意欲と努力を共有する必要がある。
　商工会は、常に顧客価値の視点で考える組織づくり、それを実現する仕組み、マネジメントサイクル（P＝計画、
D=実行、C=評価、A=検討）が常に定常な回転を続ける姿を検討する。
　理想とすべき状態と現状のギャップを問題として位置づけ、マネジメントサイクルを活用してその改革・改善を進
める。

組織の階層構造

　理念・目的　→　戦略　→　戦術　→　手段
　　階層ごとのマネジメントサイクルが必要

商工会の理念・目的
　商工会の活動は、「商工会法」による地域の商工業者の育成と会員の相互扶助という自主的な運営をする組織である。
　また、「小規模事業者支援促進法」による地域の小規模事業者の経営基盤の強化と地域の社会機能の中核的な活動を
する団体であり、住民であるという公の役割を担う組織である。
　したがって商工会の活動には二つの側面がある。
《商工会の二面性》
（１）	会員による自主運営組織（総合支援・扶助組織）
	 会員が民間団体として求める活動を会員の責任と負担に基づいて行う事業
	 会員のニーズによる会員の手による事業
	 （地域総合振興事業）
　　　・情報交換事業　・福利厚生事業　・共同処理機能（労働・記帳）
　　　・地域団体としてコミュニティ機能の保全　・政策提言　・受託提言
	 活動に対して市の委託、補助がある。
（２）	小規模事業者育成支援組織
	 支援促進法に基づく県の助成による公の活動
	 （経営改善普及事業）
　　　・促進法基本指針に定める事項
　　　　①小規模事業者の経営の改善発達　②近代的経営方法の導入等経営管理に関する指導
　　　　③技術の向上、新たな事業の分野の開拓等に寄与する情報提供等　④事業の共同化等に寄与する施設の設置
　　　・地域の経済基盤の振興　・地域経済の再生　・商業機能の維持
	 	法令上、中小企業育成については国中心、小規模事業者育成については県、地域経済対策については市町の財政

支援がある。

　６月１日より志摩市商工会各支所職員が下記のよ
うに配置となりました。
志摩支所　寺尾うさ子　　大王支所　具本　勝子
磯部支所　東　理恵子　　浜島支所　谷水　千夏
※�専門的な相談等については、支所及び本所に連絡
いただければ早急に巡回等により対応させていた
だきます。

　�なお、これに伴い支所の開館時間を下記のように
変更させていただきます。

　　午前９時より午後５時
　　お急ぎの方は本所まで　TEL�44-0700

　昨今の厳しい経済状況の下、とりわけ小規模
事業者を取り巻く経営環境は、厳しくなってお
り更に住民の高齢化・人口減少が進みそれに伴
い商業活動が停滞し、商店街に空き店舗が目立
つようになってきているなかで商店街の活性化
を目指し各支部において従来より夏の風物詩と
して、夜店等の夏のイベントを開催していたも
のを統一し「志摩の夏まつり」として下記の通
り開催いたします。

●名　　称　「志摩の夏まつり」
●開催日時　７月23日（土）・30日（土）２夜開催
●場　　所　志摩市商工会館周辺（阿児町鵜方）

支所開館時間のお知らせ
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志
摩
・
度
会
商
工
会
広
域
連
合

在
任
中
は
会
員
の
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り
が

　

六
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、

小
俣
町
商
工
会
か
ら
志
摩
・
度
会

商
工
会
広
域
連
合
に
異
動
と
な
り

ま
し
た
松
井
で
す
。

　

広
域
連
合
で
の
事
業
の
取
組
を

早
く
覚
え
、
事
業
所
、
商
工
会
を

繁
く
廻
り
連
携
を
保
つ
こ
と
で
、

広
域
管
内
の
各
商
工
会
の
事
業
が

円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

事
務
局
長
　
　
　
　

小
山
　
朝
彦

経
営
支
援
員
　
松
井
柾
佐
美

志
摩
・
度
会
商
工
会
連
合
会
か
ら

南
伊
勢
町
商
工
会
へ

小
俣
町
商
工
会
か
ら

志
摩
・
度
会
商
工
会
広
域
連
合
へ

異
動
の
挨
拶

新
役
員
紹
介

4月1日付

6月1日付

　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日
、

志
摩
市
商
工
会
第
七
回
通
常
総
代

会
で
役
員
の
補
選
に
つ
き
、
二
名

の
方
が
新
役
員
に
選
ば
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

理
　
事

（
浜
島
）

　

松
尾　

明
津　

松
尾
印
刷

（
磯
部
）

　

安
立　

友
也　

㈲
安
立
水
道

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
赴

任
先
の
南
伊
勢
町
で
は
志
摩
市
で

培
っ
た
ス
キ
ル
と
ネ
ッ
ト
ー
ク
を

活
か
し
て
地
域
と
商
工
会
の
た
め

に
精
一
杯
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
志
摩
市
商
工
会
で
は

平
成
二
十
三
年
度
地
域
力
活
用
新

事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
採
択
さ
れ
、
現
在
事
業
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
は
停
滞
す
る
水
産
業
の
中

に
あ
っ
て
、
価
格
も
手
ご
ろ
で
漁

獲
高
も
比
較
的
安
定
し
て
い
る
安

乗
沖
の
「
居
着
き
サ
バ
」
を
地
域

資
源
と
し
て
捉
え
、
最
新
の
加
工

技
術
と
伝
統
の
技
を
駆
使
し
て
特

産
品
や
料
理
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
サ
バ
は
海
外
（
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
中
国
、
韓
国
な
ど
）
か

ら
の
取
引
が
増
加
し
て
お
り
、
日

本
で
水
揚
げ
さ
れ
る
サ
バ
は
九
州

（
関
）
や
東
京
（
中
央
卸
売
市
場
）

へ
出
荷
さ
れ
る
。
三
重
県
は
サ
バ

の
水
揚
げ
量
全
国
６
位
で
あ
る
が
、

三
重
県
に
は
水
産
加
工
場
が
少
な

く
、
処
理
が
し
き
れ
な
い
た
め
大

量
消
費
地
で
あ
る
東
京
や
加
工
団

地
の
あ
る
九
州
や
静
岡
に
送
ら
れ

加
工
さ
れ
て
買
い
戻
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

生
食
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い

が
、
サ
バ
は
傷
み
や
す
く
（
サ
バ

の
生
き
腐
れ
）
流
通
し
に
く
い
。

「
生
鮮
向
け
」
の
サ
バ
は
産
地
価

格
が
高
い
が
、
そ
れ
以
外
の
サ
イ

ズ
が
小
さ
い
サ
バ
は
付
加
価
値
向

上
の
た
め
の
創
意
工
夫
が
産
地
で

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

安
乗
沖
で
水
揚
げ
さ
れ
る
サ
バ

は
伊
豆
諸
島
へ
産
卵
に
来
る
春
か

ら
夏
に
か
け
て
回
遊
す
る
た
め
、

脂
も
の
っ
て
非
常
に
美
味
し
い
。

黒
潮
が
志
摩
半
島
沖
で
反
流
、
そ

こ
へ
伊
勢
の
山
々
を
源
と
す
る
宮

川
の
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
水
が
混
じ

り
合
い
豊
か
な
漁
場
を
形
成
し
て

い
る
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
爆

発
的
に
増
殖
し
、
こ
れ
を
餌
と
す

る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
集
ま
り
、

そ
し
て
こ
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
目
指
し
て
魚
が
集
ま
る
と
い
う

食
物
連
鎖
が
形
成
さ
れ
、
太
平
洋

沿
岸
を
回
遊
す
る
サ
バ
の
群
れ
か

ら
離
れ
た
サ
バ
が
志
摩
半
島
沿
岸

に
居
着
く
。

　

漁
師
の
技
術
も
高
く
、
安
乗
漁

港
か
ら
わ
ず
か
数
キ
ロ
離
れ
た
沖

合
で
漁
獲
さ
れ
る
た
め
、
新
鮮
な

う
ち
に
水
揚
げ
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
安
乗
漁
港
の
よ
う
に
巻
き
網

漁
と
一
本
釣
り
漁
が
混
在
す
る
漁

港
は
全
国
で
も
珍
し
い
。

　

今
年
の
具
体
的
な
取
組
み
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

サ
バ
粕
漬
け
、
塩
釜
、
冷
凍
サ

バ
姿
寿
司
、
サ
バ
缶
詰
の
開
発

（
大
吟
醸
極
上
酒
粕
を
使
っ
た

粕
漬
け
、
最
新
加
工
技
術
を
駆

使
し
た
塩
釜
や
サ
バ
寿
司
、
地

元
水
産
高
校
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ

る
缶
詰
等
）

● 

展
示
会
等
へ
の
出
展
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
分
析

　

 （
都
市
部
の
展
示
会
等
に
積
極

的
に
出
展
し
、
試
作
品
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
分
析
を
行
い
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
）

●
志
摩
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
の
発
足

　

 （
地
域
資
源
の
選
択
と
集
中
を

行
い
、
全
国
に
誇
り
得
る
資
源

を
「
志
摩
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
定
し
、
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
）

「
志
摩
い
つ
き
さ
ば
」
を
活
用
し
た

全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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青
年
部
長
あ
い
さ
つ

松
尾
明
津

　

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
、
今
年
度

よ
り
志
摩
市
商
工
会
青
年
部
の
部

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
浜
島
支
部
の
松
尾
明
津
と
申
し

ま
す
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
青
年
部
部
長
と
し
て

出
向
く
こ
と
が
予
想
以
上
に
多
く
、

ま
た
そ
の
責
務
の
重
さ
を
日
々
痛

感
し
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
商
工
会
青
年
部
の
部
員
は

特
別
部
員
・
準
部
員
を
含
め
約
90

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
部
員
は

年
々
減
少
の
傾
向
で
す
が
親
会
も

含
め
れ
ば
そ
の
人
数
は
か
な
り
の

数
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
最
大
の
異
業
種
交
流

の
場
を
う
ま
く
活
か
し
切
れ
て
い

な
い
と
思
う
の
が
私
の
率
直
な
意

見
で
す
。
正
直
な
と
こ
ろ
現
在
の

青
年
部
の
活
動
は
活
発
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
支
部
単
位
で
は
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
志
摩
市
商
工
会

青
年
部
と
し
て
は
5
町
の
ま
と
ま

り
も
欠
け
た
部
分
が
あ
り
、
出
席

し
て
く
れ
る
部
員
は
い
つ
も
同
じ

顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
部
員
で
あ
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
や
魅
力
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
な
い
な
ど
原
因
は
色
々
あ
る

と
思
い
ま
す
。
部
員
減
少
に
至
っ

て
も
景
気
停
滞
だ
け
が
原
因
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
悪
い
流
れ
を
断
ち

切
る
た
め
に
も
魅
力
あ
る
活
動
、

そ
し
て
商
売
に
役
立
つ
た
め
の
勉

強
会
等
、
部
員
が
青
年
部
に
入
会

し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

活
動
で
魅
力
あ
る
商
工
会
青
年
部

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

交流の輪を広げませんか？

〈青年部員募集します〉
◇満40歳までの若手経営者、または後継者またはご家族の方なら
誰でもOKです。

◇研修会・勉強会・親睦会・奉仕作業などいろいろあります。
◇人の輪を広げて、事業に活かしましょう。

※商工会事務局・各支部までご連絡下さい。

こ
の
た
び
、
青
年
部
事
業
の
一

環
で
あ
る
「
青
年
部
マ
ッ
プ
」
が

完
成
し
ま
し
た
。

旧
志
摩
市
５
町
の
商
工
会
が
志

摩
市
商
工
会
に
合
併
し
て
７
年
。

こ
こ
か
ら
本
当
の
志
摩
市
商
工
会

青
年
部
が
始
ま
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。私

が
青
年
部
に
入
ろ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
、「
経
営
の
こ
と

を
学
び
た
い
、
他
の
事
業
所
さ
ん

と
横
の
つ
な
が
り
を
作
り
た
い
」

と
い
う
誰
も
が
加
入
動
機
と
し
て

持
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
現
実
は
違
っ
て
い
ま

し
た
。
支
部
に
お
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
の
部
員
が
例
会
に
出
席
し
な

い
。
役
員
会
に
お
い
て
は
、
旧
志

摩
市
を
構
成
し
て
い
た
５
町
の
足

並
み
が
揃
っ
て
い
な
い
。
青
年
部

全
体
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
と
他
町

と
の
部
員
に
壁
が
あ
る
。
と
い
っ

た
も
の
で
、
せ
っ
か
く
の
商
売
人

団
体
で
す
が
、
形
骸
化
が
進
ん
で

い
ま
し
た
。

そ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、

全
青
年
部
員
（
準
含
む
）
に
手
紙

を
送
り
、
青
年
部
マ
ッ
プ
掲
載
の

★
浜
島
支
部

　

堀
出　

恭
平

　
　
　

㈲
志
摩
衛
生
社

　

柴
原　

正
昭

　
　
　

㈲
志
摩
衛
生
社

★
阿
児
支
部

　

廣
岡　

辰
一

　
　
　

カ
ネ
ウ
フ
ー
ズ
㈱

青
年
部
マ
ッ
プ
か
ら

始
ま
る
想
い

新
入
部
員
紹
介

希
望
者
を
募
り
ま
し
た
。「
売
り
上

げ
拡
大
、
青
年
部
員
だ
と
い
う
認

識
、
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
」
べ

く
趣
旨
も
含
め
て
。

青
年
部
マ
ッ
プ
に
は
返
信
を
し

た
事
業
所
し
か
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、

う
れ
し
か
っ
た
の
が
青
年
部
マ
ッ

プ
を
見
る
と
、
例
会
に
出
て
こ
な

い
方
の
事
業
所
や
他
町
の
事
業
所

に
認
識
が
持
て
た
こ
と
で
す
。

重
要
な
の
は
、
今
後
こ
の
マ
ッ

プ
に
掲
載
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

問
い
合
わ
せ
、
部
員
間
の
業
務
依

頼
、
売
り
上
げ
等
の
効
果
を
デ
ー

タ
化
し
て
、
そ
れ
を
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
「
青
年
部
マ
ッ
プ
」
は
、

観
光
マ
ッ
プ
、
飲
食
店
マ
ッ
プ
等

と
比
べ
る
と
小
さ
な
一
歩
で
す
が
、

志
摩
市
商
工
会
青
年
部
に
と
っ
て

は
大
き
な
一
歩
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

女性の入部も大歓迎!!

井
倉
佑
貴
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第
七
回
通
常
総
会
を
終
え
て

女
性
部
長

東

　

純

子

　

五
月
十
一
日
、
二
十
三
年
度
第
七
回
通
常
総
会
が

坂
下
会
長
ご
臨
席
の
も
と
多
数
の
部
員
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
皆
様
の
ご
協
力
で
無
事
終
了
で
き
ま
し
た

事
を
ご
報
告
そ
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

奇
し
く
も
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
二
ヶ
月
目
に

あ
た
る
日
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
復
興
の
め
ど
も
立
た

な
い
現
状
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
が
被
災
さ
れ
た

方
々
、
又
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。
事
務
局
へ
と
届
け
て

い
た
だ
き
、
又
、
総
会
の
席
で
と
皆
様
に
義
援
金
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
連
女
性
部
で
と
り
ま
と
め
て
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

　

身
近
に
起
こ
り
う
る
可
能
性
の
高
い
私
達
の
地
域

だ
け
に
今
後
の
事
業
の
中
で
防
災
に
対
す
る
意
識
の

強
化
、
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
和
・
輪

を
大
き
く
広
げ
女
性
部
と
し
て
の
活
動
、
組
織
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
部
員
の
人
数
も
年
々
少
な
く
な
り
厳
し
い

現
状
で
す
が
明
る
く
前
向
き
に
役
員
一
同
、
精
一
杯

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い
の

方
を
お
誘
い
し
て
い
た
だ
き
女
性
部
加
入
も
合
わ
せ

て
参
加
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

研修事業
太極拳講習会

（毎月第４木曜日19：30〜）
各種交流会♥研修旅行

広報事業
志摩のべっぴんさん発行
（夏号・冬号）

文化教養事業
花器づくりと生け花講習会

料理講習会

組織親睦事業
パークゴルフ大会
懇親会☆新年会

地域活動事業
花いっぱい運動
地域のイベント参加

エコ活動
（ペットボトルのキャップ☆
使用済み切手の回収）

平成23年度事業予定
　ご参加お待ちしてま～す♥

女性部員大募集

平成22年度新入部員の紹介
◆カラオケリップル　仲野節美
◆Primrose（プリムローズ）�見置邦代
◆渡辺石油　西岡尚美
◆㈲しまや　北尾冨美子
◆㈲マルツ鮮魚問屋　西飯昌代
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社会保険出張相談 日程表
伊勢社会保険事務所

　平成２３年　８月１０日（水）

　　　　　　　９月１４日（水）

　　　　　　１０月１２日（水）

　　　　　　１１月　９日（水）

　　　　　　１２月１４日（水）

　平成２４年　１月１１日（水）

　　　　　　　２月　８日（水）

　　　　　　　３月１４日（水）

●場所　志摩市商工会館

●時間　午前10時～12時　午後１時～３時

東日本大震災に係る義援金
 只今志摩市商工会本所・
各支所にて募っています。

　去る三月十一日の東日本大震災により、多
くの地域において、商工会組織始まって以来
の未曾有の大被害が生じております。
　今般の大地震により被災された皆様に対し
まして、心からお見舞い申し上げますとともに、
一日も早い復興をご祈念いたします。
　志摩市商工会では、皆様方に義援金を募り
全国商工会連合会を通し被災地の方々へお届
けいたしたいと思います。
　義援金箱は、志摩市商工会本所・各支所に
設置しております。
　皆様方の心温まるご支援をよろしくお願い
します。

●募集期間
　平成23年６月１日(水)～８月1�日(月)必着

●募集内容
　�志摩は、古くから朝廷や伊勢神宮に海産物
などを貢いできた『御食つ国志摩』であっ
た。そんな志摩の食をイメージする物をモ
チーフにしたお土産のアイディアレシピ作
品を大募集！!

●募集資格
　�地元・志摩の方はもとより、全国の方を募
集対象といたします。

　今年で７回目を迎えるええもん研究会。

　今年度から名称を新たに御食つ国志摩ええ

もん研究会として下記にて開催いたします。

●日　時
　�平成23年11月17日(木)【バイヤー対象】
　平成23年11月19日(土)【一般対象】

※�詳しくは、志摩市商工会までお問い合わせ下さい。

　志摩市商工会のケーブルテレビによる情報
発信番組、「商工会インフォメーション」が
23年４月１日より、10Ch（コミュニティ
チャンネル）より６Ch（行政チャンネル）に
引越しとなりました。
　志摩市商工会が合併以後の懸案事項であっ
た、ケーブルテレビのねじれ（磯部地区がiTV
その他の地域がMCTV）による情報の不公平
感がようやく解消されたことになります。
　今後とも、６Chで「商工会インフォメー
ション」をご愛顧ください。
　引き続き志摩市商工会HPでもご覧いただけ
ます。

お土産アイデアレシピ大募集!!

御食つ国志摩ええもん研究会
開催日決定

志摩の食

第７回

引っ越しました！
商工会インフォメーション

アナログ10Ch

コミュニティCh

↓

６Ch

志摩の国Chへ


